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規格・寸法 4077号線 4081号線 数量計算 単位 数　量 増　減 摘　要

道路改良

道路土工

作業土工

床掘り 小規模 19.0 60.1 79.1 m3 80

埋戻し 小規模 9.5 30.1 39.6 m3 40

運搬処理工
L=4.5㎞以下

土砂等運搬 松本マテリアル㈱南事業所 8.4 26.7 35.1 m3 40

残土等処分 8.4 26.7 35.1 m3 40

舗装工

アスファルト舗装工

上層路盤 M-25 t=10cm 40.4 127.8 168.2 m2 168

表層 再生密粒度AS20F　t=5cm 40.4 127.8 168.2 m2 168

排水構造物工

自由勾配側溝設置工
300×300型

自由勾配側溝 ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ　平均0.21m3/10m 47.5 150.3 197.8 ｍ 198

自由勾配側溝蓋設置工
コンクリート蓋

蓋版据付 300型用　L=0.5m 43 135 178.0 枚 178
グレーチング蓋

蓋版据付 300型用　L=0.5m　T-25 5 15 20.0 枚 20

排水管接続工

排水管接続 硬質塩化ビニル管φ75 3 14 17.0 か所 17

側溝端部処理工

側溝端部処理 1 0 1.0 か所 1

既設水路接続 1 1 2.0 か所 2

付帯工

区画線工
ペイント式実線　t=15cm 半日分の施工量

区画線設置 機・労のみ 1500.0 m 1500 施工量＝3000ｍ/日
ペイント式実線　t=15cm 4077号線＝47.6m×2

区画線設置 材料費のみ　舗装延長×2 95.2 304 399.2 m 399 4081号線＝152.0m×2

工　　事　　数　　量　　総　　括　　表
工事区分・工種・種別・細別



規格・寸法 4077号線 4081号線 数量計算 単位 数　量 増　減 摘　要
工　　事　　数　　量　　総　　括　　表

工事区分・工種・種別・細別

擦り付け工

不陸整正 補足材　t=20㎜ 11.7 16.5 28.2 m2 28
小型構造物

コンクリート 18-8-25BB(W/C=60%以下) 1.2 1.7 2.9 m3 3

間詰工
無筋構造物

コンクリート 18-8-25BB(W/C=60%以下) 0.5 1.5 2.0 m3 2

埋戻し 1.4 4.5 5.9 m3 6
RC-40

埋戻し材 埋戻し数量×1.2 1.7 5.4 7.1 m3 7

構造物撤去工

舗装撤去工

舗装版切断 t=15cm以下 48.6 153 201.6 m 202

舗装版破砕 t=15cm以下 48.6 155 203.6 m2 204

排水構造物撤去工

構造物とりこわし 無筋構造物 1.7 5.8 7.5 m3 8
グレーチング蓋 ※撤去した蓋は町会へ

蓋版再利用撤去 13.7kg/枚 7.0 56.5 63.5 枚 64 　返却とする。
コンクリート蓋 ※撤去した蓋は町会へ

蓋版再利用撤去 45.0kg/枚 0.0 3.0 3.0 枚 3 　返却とする。
縞鋼板蓋　37.0kg/m2　t=4.5㎜ ※撤去した蓋は町会へ

蓋版再利用撤去 L=1m(12.2kg/枚) 0.0 5.9 5.9 枚 6 　返却とする。

擦り付け工
コンクリート舗装

舗装版切断 t=15cm以下 13.2 54.3 67.5 m 68

構造物とりこわし 無筋構造物 1.2 1.7 2.9 m3 3

運搬処理工
アスファルト　L=5.0㎞以下　

殻運搬 ㈲上條丸田組 2.4 7.8 10.2 m3 10
無筋コンクリート　L=5.0㎞以下　 4077号線＝1.7m3+1.2ｍ3

殻運搬 ㈲上條丸田組 2.9 7.5 10.4 m3 10 4081号線＝5.8m3+1.7ｍ3

殻処分 アスファルト 5.5 17.9 23.4 ｔ 23

殻処分 無筋コンクリート 2.8 4.0 6.8 ｔ 7

殻処分 二次製品（有筋） 4.5 15.0 19.5 ｔ 20



市道4077号線

数　量　計　算　書



市道4077号線 PAGE 1

集計表

種　　別 細 別 規　　格 単 位 数　　量 備 考

道路改良

道路土工 床 掘 C1 m3 19.0

道路土工 埋 戻 B1 m3 9.5

土 砂 運 搬

道路土工 残 土 処 理 C1-B1/0.9 m3 8.4

車道舗装

舗装工 表 層 再生密粒度ｱｽｺﾝ(AS20F)、t=5cm m2 40.4

車道舗装

舗装工 上 層 路 盤 粒度調整砕石 M-25、t=10cm m2 40.4

車道舗装

舗装工 不 陸 整 正 m2 23.8

300×300(縦断用)

排水構造物工 自由勾配側溝 L=2.00/本　参考重量318kg/本 m 47.5

付帯工 間詰コンクリート 18-8-25BB m3 0.5

付帯工 埋戻 砕石 m3 1.4

排水構造物工 グレーチング蓋 10mにつき1箇所 枚 5

排水構造物工 蓋板 枚 43

付帯工 区画線工 ペイント式実践　t＝15cm m 95.2
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集計表

種　　別 細 別 規　　格 単 位 数　　量 備 考

側溝端部処理工

排水構造物工 側溝端部処理 箇所 1 測点:NO.2+6.54

側溝端部処理工 接続横断側溝

排水構造物工 既設水路接続 300×300 箇所 1 測点:NO.0+0.35

排水管接続工

排水構造物工 排水管接続 塩化ビニル管φ75mm相当 箇所 3

構造物撤去工 舗装版破砕 m2 48.6

構造物撤去工 舗装版切断 m 48.6

構造物撤去工 コンクリート構造物取壊し m3 1.7

構造物撤去工 グレーチング蓋 枚 7.0

運搬処理工 道路側

構造物撤去工 殻運搬 As塊 m3 2.4

運搬処理工 道路側

構造物撤去工 殻運搬 Co塊(無筋) m3 1.7

運搬処理工 道路側

構造物撤去工 殻処分 As塊 t 5.5

運搬処理工 道路側

構造物撤去工 殻処分 Co塊(二次製品) t 4.5



市道4077号線 PAGE 3

集計表

種　　別 細 別 規　　格 単 位 数　　量 備 考

擦り付け工 宅地側　コンクリート舗装

構造物撤去工 構造物とりこわし (無筋構造物、表層厚t=10cm) m3 1.2

擦り付け工 宅地側　コンクリート舗装

構造物撤去工 舗装版切断 (無筋構造物、表層厚t=10cm) m 13.2

運搬処理工 宅地側　コンクリート舗装

構造物撤去工 殻運搬 Co塊(無筋) m3 1.2

運搬処理工 宅地側　コンクリート舗装

構造物撤去工 殻処分 Co塊(無筋) t 2.8

擦り付け工 宅地側　コンクリート舗装復旧面積(仮定値)

付帯工 不陸整正 (無筋、舗装面積仮定値) m2 11.7

擦り付け工 宅地側　コンクリート舗装復旧数量

付帯工 コンクリート m3 1.2
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1式当り

名　　称 計　　　　算　　　　式 単位 数　量

道路部土工数量

(各測点の断面積及び幅は、標準横断図の土工数量凡例値を基本形とする)

床掘 断面 延長

V = 0.4 × 47.5 = 19.00 m3 m3 19.0

埋戻 断面 延長

V = 0.2 × 47.5 = 9.50 m3 m3 9.5

床掘 埋戻 土量換算係数

残土処理 V = 19.0 － 9.5 ／ 0.9 = 8.44 m3 m3 8.4

※残土処理土量がプラスになるため搬出土となる

標準横断図　土工数量算出凡例図面より

道路土工　計算書
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1式当り

名　　称 計　　　　算　　　　式 単位 数　量

舗装復旧 車道舗装工　面積集計

(各測点の幅は、標準横断図の舗装工数量凡例値を基本形とする)

表　　層 幅 延長

　再生密粒度ｱｽｺﾝ(AS20F)、t=5㎝ A = 0.85 × 47.5 = 40.38 m2 m2 40.4

上層路盤 幅 延長

　粒度調整砕石 M-25、t=10㎝ A = 0.85 × 47.5 = 40.38 m2 m2 40.4

標準横断図　土工数量算出凡例図面より

舗装工　計算書
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1式当り

名　　称 計　　　　算　　　　式 単位 数　量

排水構造物工 ○自由勾配側溝(縦断用)　300×300（L=2.0m/本）

（プレキャスト製品）

　縦断図より、測点:NO.0+0.35～NO.2+6.54 L= 47.52 m m 47.5

製品数 N= 23.76 本 本 24

　基礎コンクリート(標準値)

V= 0.26 × 47.52 ÷ 10 = 1.24 m3 m3 1.2

　基礎砕石 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ-40-0 (t=10cm)(標準値)

A= 6.2 × 47.52 ÷ 10 = 29.46 m2 m2 29.5

　型枠(標準値)

A= 1.0 × 47.52 ÷ 10 = 4.75 m2 m2 4.8

　インバートコンクリート

縦断図、インバートコンクリート量計算書より V= 1.00 m3 m3 1.0

　間詰コンクリート(標準値)

V= 0.01 × 47.52 = 0.48 m3 m3 0.5

　埋戻(標準値) V= 0.03 × 47.52 = 1.43 m3 m3 1.4

　グレーチング蓋(10mに1箇所)

N= 47.52m ÷ 10 = 5 枚 枚 5

　蓋板

自由勾配側溝製品数 N= 24本 × 2枚 = 48 枚

グレーチング蓋 上記より N= 5 枚

蓋板 N= 48枚 - 5枚 = 43 枚 枚 43

付属施設工　計算書

0.21
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1式当り

名　　称 計　　　　算　　　　式 単位 数　量

区画線工 ○区画線設置　ペイント式実践　ｔ＝15ｃｍ

舗装版撤去延長 道路両側

L = 47.6 × 2.0 = 95.2 m m 95.2

※舗装版撤去延長は撤去平面図より確認する。

側溝端部処理 〇側溝端部処理

　自由勾配側溝の端部

　測点:NO.2+6.54 1 箇所

N= 1 箇所 箇所 1

〇既設水路接続(水路削孔)

横断用自由勾配側溝(300型)との接続(測点:NO.0+0.35)

(接続部削孔) V= 0.30 × 0.30 × 0.06 = 0.005 m3

　既設水路と自由勾配側溝の接続箇所

　測点:NO.0+0.35 1 箇所

N= 1 箇所 箇所 1

既設排水管接続 〇既設排水管接続

※標準横断図の内容を基本形とする。

　排水管と自由勾配側溝の接続箇所

　測点:NO.1+4.00付近(φ75) 1 箇所

　測点:NO.1+14.00付近(φ75) 1 箇所

　測点:NO.1+19.50付近(φ75) 1 箇所

N= 3 箇所 箇所 3

　自由勾配側溝との接続部削孔

(排水管φ80) A= 0.04 × 0.04 × 3.14 = 0.005 m2

(削孔) V= 0.005 × 0.06 × 3箇所 = 0.001 m3

付属施設工　計算書

10
0.01モルタル ｍ31：1

Φ75
Φ75



計算書用紙１号

  付属施設工

測　点 距　離 断 面 積 平均断面積 数　量 摘　要 測　点 距　離 断 面 積 平均断面積 数　量 摘　要

（m） (m2） (m2） (m3） （m） (m2） (m2） (m3）

NO.0 + 0.350

4.07 0.017 0.069 

NO.0 + 3.080

4.36 0.015 0.065 

NO.0 + 7.440

12.56 0.015 0.188 

NO.1 + 0.000

8.83 0.018 0.159 

NO.1 + 8.830

11.17 0.026 0.290 

NO.2 + 0.000

6.54 0.035 0.229 

NO.2 + 6.540

小　計 1.00 小　計 0.0 

合計　 1.00 

市道4077号線

 ＮＯ．  ＮＯ．

－ － － － － －

0.018

　　イ　ン　バ　ー　ト　コ　ン　ク　リ　ー　ト　量　計　算　書

0.015

0.015

0.015

0.021

0.030

0.039

P
A
G
E
 
 
3
-
3
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1式当り

名　　称 計　　　　算　　　　式 単位 数　量

構造物撤去工 ○舗装版破砕 ※As取壊し幅 W=1.02mを標準とする。

(道路側) 市道4077号線 延長(L) 幅(W)

　西側 47.6 × 1.02 A= 48.6 m2 m2 48.6

○舗装版切断 ※As取壊し幅 W=1.02mを標準とする。

市道4077号線 延長(L) 切断面

　西側 47.6 ＋ 1.02 L= 48.6 m m 48.6

○コンクリート構造物取壊し ※撤去平面図より

U240

延長(L) 断面積(A) 体積

43.5 × 0.04 V= 1.74 m3

コンクリート構造物取壊し（無筋）合計 V= 1.74 m3 m3 1.7

○付属物撤去 ※撤去平面図より

グレーチング蓋（Ｌ＝1.0ｍ）

6.0 + 1.0 L= 7.0 m

7.0 ／ 1.0 N= 7.0 枚 枚 7.0

既設排水管 N= 3 本 本 3

(撤去する範囲は、自由勾配側溝との接続に不要な部分を想定)

運搬処理工 〇殻運搬

(道路側) ①As舗装版(t=5cm想定) 舗装厚(t) 面積(A)

0.05 × 48.6 V= 2.43 m3 m3 2.4

②コンクリート構造物

(コンクリート構造物取壊しより) V= 1.74 m3 m3 1.7

〇殻処分

①As舗装版(t=5cm想定)

上記数量(V) 比重

2.4 × 2.3 m= 5.52 t t 5.5

②コンクリート構造物(二次製品)

(コンクリート構造物取壊しより)

延長(L) 参考重量（㎏/個）

43.5 × 0.103 m= 4.48 t t 4.5

数量計算書

A=0.04m2  

(CAD求積)

U240取壊し
A=0.04m2  

(CAD求積)

U240取壊し
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1式当り

名　　称 計　　　　算　　　　式 単位 数　量

構造物撤去工 〇コンクリート舗装撤去(表層厚t=10cmを基本値として想定)

(宅地側) 延長(L) 幅(W) 表層厚(t) 体積(V)

① 3.9 × 1.2 × 0.10 = 0.47 m3

(横断図NO.0+7.44)

② 3.3 × 1.2 × 0.10 = 0.40 m3

③ 6.0 × 0.5 × 0.10 = 0.30 m3

(横断図NO.1+8.83)

コンクリート構造物取壊し（無筋）合計　 V= 1.17 m3 m3 1.2

〇コンクリート舗装切断(表層厚t=10cmを基本値として想定)

上記延長(L)

3.9+3.3+6.0 = 13.20 m m 13.2

運搬処理工 〇殻運搬

(宅地側) コンクリート構造物(無筋) V= 1.17 m3 m3 1.2

〇殻処分

コンクリート構造物(無筋) W= 1.17 m3 m3 1.2

上記数量(V) 比重

1.2 × 2.35 m= 2.82 t t 2.8

舗装復旧工 〇コンクリート舗装復旧面積(仮定値)

すり付け舗装 延長(L) 幅(W) 面積(A)

(宅地側) ① 3.9 × 1.2 = 4.7 m2

(横断図NO.0+7.44)

② 3.3 × 1.2 = 4.0 m2

③ 6.0 × 0.5 = 3.0 m2

(横断図NO.1+8.83)

コンクリート舗装復旧面積　合計　 A= 11.7 m2 m2 11.7

〇コンクリート舗装復旧数量

上記復旧面積 厚さ(t)

11.7 × 0.1 = 1.2 m3 m3 1.2

数量計算書



市道4081号線

数　量　計　算　書
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集計表

種　　別 細 別 規　　格 単 位 数　　量 備 考

道路改良

道路土工 床 掘 C1 m3 60.1

道路土工 埋 戻 B1 m3 30.1

土 砂 運 搬

道路土工 残 土 処 理 C1-B1/0.9 m3 26.7

車道舗装

舗装工 表 層 再生密粒度ｱｽｺﾝ(AS20F)、t=5cm m2 127.8

車道舗装

舗装工 上 層 路 盤 粒度調整砕石 M-25、t=10cm m2 127.8

車道舗装

舗装工 不 陸 整 正 m2 75.2

300×300(縦断用)

排水構造物工 自由勾配側溝 L=2.00/本　参考重量318kg/本 m 150.3

付帯工 間詰コンクリート 18-8-25BB m3 1.5

付帯工 埋戻 砕石 m3 4.5

排水構造物工 グレーチング蓋 10mにつき1箇所 枚 15

排水構造物工 蓋板 枚 135

付帯工 区画線工 ペイント式実践　t＝15cm m 304.0
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集計表

種　　別 細 別 規　　格 単 位 数　　量 備 考

側溝端部処理工 接続横断側溝

排水構造物工 既設水路接続 300×300 箇所 1 測点:NO.0+0.24

排水管接続工

排水構造物工 排水管接続 塩化ビニル管φ75mm相当 箇所 14

構造物撤去工 舗装版破砕 m2 155.0

構造物撤去工 舗装版切断 m 153.0

構造物撤去工 コンクリート構造物取壊し m3 5.8

構造物撤去工 グレーチング蓋 枚 56.5

構造物撤去工 縞鋼板蓋 枚 5.9

構造物撤去工 コンクリート蓋 枚 3.0

運搬処理工 道路側

構造物撤去工 殻運搬 As塊 m3 7.8

運搬処理工 道路側

構造物撤去工 殻運搬 Co塊(無筋) m3 5.8

運搬処理工 道路側

構造物撤去工 殻処分 As塊 t 17.9

運搬処理工 道路側

構造物撤去工 殻処分 Co塊(二次製品) t 15.0
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集計表

種　　別 細 別 規　　格 単 位 数　　量 備 考

擦り付け工 宅地側　コンクリート舗装

構造物撤去工 構造物とりこわし (無筋構造物、表層厚t=10cm) m3 1.7

擦り付け工 宅地側　コンクリート舗装

構造物撤去工 舗装版切断 (無筋構造物、表層厚t=10cm) m 54.3

運搬処理工 宅地側　コンクリート舗装

構造物撤去工 殻運搬 Co塊(無筋) m3 1.7

運搬処理工 宅地側　コンクリート舗装

構造物撤去工 殻処分 Co塊(無筋) t 4.0

擦り付け工 宅地側　コンクリート舗装復旧面積(仮定値)

付帯工 不陸整正 (無筋、舗装面積仮定値) m2 16.5

擦り付け工 宅地側　コンクリート舗装復旧数量

付帯工 コンクリート m3 1.7
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1式当り

名　　称 計　　　　算　　　　式 単位 数　量

道路部土工数量

(各測点の断面積及び幅は、標準横断図の土工数量凡例値を基本形とする)

床掘 断面 延長

V = 0.4 × 150.3 = 60.12 m3 m3 60.1

埋戻 断面 延長

V = 0.2 × 150.3 = 30.06 m3 m3 30.1

床掘 埋戻 土量換算係数

残土処理 V = 60.12 － 30.1 ／ 0.9 = 26.72 m3 m3 26.7

※残土処理土量がプラスになるため搬出土となる

標準横断図　土工数量算出凡例図面より

道路土工　計算書
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1式当り

名　　称 計　　　　算　　　　式 単位 数　量

舗装復旧 車道舗装工　面積集計

(各測点の幅は、標準横断図の舗装工数量凡例値を基本形とする)

表　　層 幅 延長

　再生密粒度ｱｽｺﾝ(AS20F)、t=5㎝ A = 0.85 × 150.3 = 127.76 m2 m2 127.8

上層路盤 幅 延長

　粒度調整砕石 M-25、t=10㎝ A = 0.85 × 150.3 = 127.76 m2 m2 127.8

標準横断図　土工数量算出凡例図面より

舗装工　計算書
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1式当り

名　　称 計　　　　算　　　　式 単位 数　量

排水構造物工 ○自由勾配側溝(縦断用)　300×300（L=2.0m/本）

（プレキャスト製品）

縦断図より、

測点NO.0+0.24～EP(NO.7+8.95) L= 150.28 m m 150.3

製品数 N= 75.14 本 本 75

　基礎コンクリート(標準値)

V= 0.26 × 150.28 ÷ 10 = 3.91 m3 m3 3.9

　基礎砕石　再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ-40-0 (t=10cm)

A= 6.2 × 150.28 ÷ 10 = 93.2 m2 m2 93.2

　型枠

A= 1.0 × 150.28 ÷ 10 = 15.0 m2 m2 15.0

　インバートコンクリート

縦断図、インバートコンクリート量計算書より V= 3.17 m3 m3 3.2

　間詰コンクリート(標準値)

V= 0.01 × 150.28 = 1.50 m3 m3 1.50

　埋戻(標準値) V= 0.03 × 150.28 = 4.51 m3 m3 4.5

　グレーチング蓋(10mに1箇所)

N= 150.28m ÷ 10 = 15 枚 枚 15

　蓋板

自由勾配側溝製品数 N= 75本 × 2枚 = 150 枚

グレーチング蓋 上記より N= 15 枚

蓋板 N= 150枚 - 15枚 = 135 枚 枚 135

区画線工 ○区画線設置　ペイント式実践　ｔ＝15ｃｍ

舗装版撤去延長 道路両側

L = 152 × 2.0 = 304.0 m m 304.0

※舗装版撤去延長は撤去平面図より確認する。

付属施設工　計算書

0.21
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1式当り

名　　称 計　　　　算　　　　式 単位 数　量

側溝端部処理 〇既設水路接続(水路削孔)

横断用自由勾配側溝(400型)との接続(測点:NO.0+0.24)

(接続部削孔) V= 0.30 × 0.30 × 0.06 = 0.005 m3

　既設水路と自由勾配側溝の接続箇所

　測点:測点:NO.0+0.24 1 箇所

N= 1 箇所 箇所 1

既設排水管接続 〇既設排水管接続

※標準横断図の内容を基本形とする。

　排水管と自由勾配側溝の接続箇所

　測点:NO.0+10.80付近(φ75) 1 本

　測点:NO.1+1.30付近(φ75) 1 本

　測点:NO.1+9.20付近(φ75) 1 本

　測点:NO.1+17.30付近(φ75) 1 本

　測点:NO.2+5.10付近(φ75) 1 本

　測点:NO.3+10.10付近(φ75) 1 本

　測点:NO.4+4.00付近(φ75) 1 本

　測点:NO.4+19.00付近(φ75) 1 本

　測点:NO.5+10.30付近(φ75) 1 本

　測点:NO.5+17.60付近(φ75) 1 本

　測点:NO.6+4.50付近(φ75) 1 本

　測点:NO.6+8.40付近(φ75) 1 本

　測点:NO.6+12.80付近(φ75) 1 本

　測点:NO.6+19.50付近(φ75) 1 本

N= 14 本 本 14

　自由勾配側溝との接続部削孔

(排水管φ75) A= 0.04 × 0.04 × 3.14 = 0.005 m2

(削孔) V= 0.005 × 0.06 × 14箇所 = 0.004 m3 m3 0.004

付属施設工　計算書

0.01モルタル ｍ31：1
10

Φ75
Φ75



計算書用紙１号

計　　　　算　　　　書         （ 計 算 書 第　／　号 ）

測　点 距　離 断 面 積 平均断面積 数　量 摘　要 測　点 距　離 断 面 積 平均断面積 数　量 摘　要

（ｍ） (㎡） (㎡） (㎥） （ｍ） (㎡） (㎡） (㎥）

NO.0 + 0.240

3.36 0.024 0.081 

NO.0 + 3.070

14.20 0.024 0.341 

NO.0 + 17.280

2.72 0.021 0.057 

NO.1 + 0.000

13.22 0.020 0.264 

NO.1 + 13.220

6.78 0.017 0.115 

NO.2 + 0.000

20.00 0.020 0.400 

NO.3 + 0.000

20.00 0.021 0.420 

NO.4 + 0.000

20.00 0.018 0.360 

NO.5 + 0.000

20.00 0.023 0.460 

NO.6 + 0.000

20.00 0.021 0.420 

NO.7 + 0.000

6.76 0.021 0.142 

NO.7 + 6.760

EP 3.23 0.035 0.113 

NO.7 + 8.950

小　計 3.17 小　計 0.00 

合計　 3.17 

市道4081号線

  付属施設工　　インバートコンクリート数量

 ＮＯ．  ＮＯ．

－ － － － － －

0.021

0.027

0.021

0.021
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0.015
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0.018

0.018
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1式当り

名　　称 計　　　　算　　　　式 単位 数　量

構造物撤去工 ○舗装版破砕 ※As取壊し幅 W=1.02mを標準とする。

(道路側) 市道4081号線 延長(L) 幅(W)

　西側 152.00 × 1.02 A= 155.0 m2 m2 155.0

○舗装版切断 ※As取壊し幅 W=1.02mを標準とする。

市道4081号線 延長(L) 切断面

　西側 152.00 ＋ 1.02 L= 153.0 m m 153.0

○コンクリート構造物取壊し ※撤去平面図より

U240

延長(L) 断面積(A) 体積

145.9 × 0.04 V= 5.84 m3

コンクリート構造物取壊し（無筋）合計 V= 5.84 m3 m3 5.8

○付属物撤去 ※撤去平面図より

グレーチング蓋（Ｌ＝1.0ｍ）

2.0+4.0+4.0+13.0+8.0+3.0+3.0+5.0+5.0+9.5 L= 56.5 m

56.5 ／ 1.0 N= 56.5 枚 枚 56.5

縞鋼板蓋（Ｌ＝2.0ｍ）

2.4+5.1+4.2 L= 11.7 m

11.7 ／ 2.0 N= 5.9 枚 枚 5.9

コンクリート蓋（Ｌ＝0.6ｍ） L= 1.8 m

1.8 ／ 0.6 N= 3.0 枚 枚 3.0

既設排水管 N= 14 本 本 14.0

(撤去する範囲は、自由勾配側溝との接続に不要な部分を想定)

運搬処理工 〇殻運搬

(道路側) ①As舗装版(t=5cm想定) 舗装厚(t) 面積(A)

0.05 × 155.0 V= 7.75 m3 m3 7.8

②コンクリート構造物(無筋)

(コンクリート構造物取壊しより) V= 5.84 m3 m3 5.8

〇殻処分

①As舗装版(t=5cm想定)

上記数量(V) 比重

7.8 × 2.3 m= 17.94 t t 17.9

②コンクリート構造物(二次製品)

延長(L) 参考重量（㎏/個）

145.9 × 0.103 m= 15.03 t t 15.0

数量計算書

A=0.04m2  

(CAD求積)

U240取壊し
A=0.04m2  

(CAD求積)

U240取壊し
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1式当り

名　　称 計　　　　算　　　　式 単位 数　量

構造物撤去工 〇コンクリート舗装撤去(表層厚t=10cmを基本値として想定)

(宅地側) 延長(L) 幅(W) 表層厚(t) 体積(V)

① 1.8 × 0.1 × 0.10 = 0.02 m3

(段差15cm程度あり)

① 3.8 × 1.2 × 0.10 = 0.46 m3

(横断図NO.0+17.28)

② 2.4 × 0.1 × 0.10 = 0.02 m3

(段差15cm程度あり)

② 3.7 × 0.6 × 0.10 = 0.22 m3

(横断図NO.1+13.22)

③ 4.1 × 0.6 × 0.10 = 0.25 m3

④ 8.1 × 0.3 × 0.10 = 0.24 m3

(横断図NO.3)

④ 7.1 × 0.3 × 0.10 = 0.21 m3

⑤ 6.4 × 0.1 × 0.10 = 0.06 m3

⑥ 3.4 × 0.1 × 0.10 = 0.03 m3

⑦ 3.0 × 0.1 × 0.10 = 0.03 m3

⑨ 3.0 × 0.1 × 0.10 = 0.03 m3

⑩ 7.5 × 0.1 × 0.10 = 0.08 m3

コンクリート構造物取壊し（無筋）合計　 V= 1.65 m3 m3 1.7

〇コンクリート舗装切断(表層厚t=10cmを基本値として想定)

上記延長(L)

1.8+3.8+2.4+3.7+4.1+8.1+7.1+6.4+3.4+ 延長(L)

3.0+3.0+7.5 = 54.30 m m 54.3

運搬処理工 〇殻運搬

(宅地側) コンクリート構造物(無筋) V= 1.65 m3 m3 1.7

〇殻処分

コンクリート構造物(無筋) V= 1.65 m3 m3 1.7

上記数量(V) 比重

1.7 × 2.35 m= 4.00 t t 4.0

数量計算書
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1式当り

名　　称 計　　　　算　　　　式 単位 数　量

舗装復旧工 〇コンクリート舗装復旧面積(仮定値)

すり付け舗装 延長(L) 幅(W) 面積(A)

(宅地側) ① 1.8 × 0.1 = 0.2 m2

① 3.8 × 1.2 = 4.6 m2

(横断図NO.0+17.28)

② 2.4 × 0.1 = 0.2 m2

② 3.7 × 0.6 = 2.2 m2

(横断図NO.1+13.22)

③ 4.1 × 0.6 = 2.5 m2

④ 8.1 × 0.3 = 2.4 m2

(横断図NO.3)

④ 7.1 × 0.3 = 2.1 m2

⑤ 6.4 × 0.1 = 0.6 m2

⑥ 3.4 × 0.1 = 0.3 m2

⑦ 3.0 × 0.1 = 0.3 m2

⑨ 3.0 × 0.1 = 0.3 m2

⑩ 7.5 × 0.1 = 0.8 m2

コンクリート舗装復旧面積　合計　 A= 16.5 m2 m2 16.5

〇コンクリート舗装復旧数量

上記復旧面積 厚さ(t)

16.5 × 0.1 = 1.7 m3 m3 1.7

数量計算書


